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次 に 、 図 ６ に 示 す 上 昇 量 調 整 部 ２ ０ ４ の 制 御 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ ０ は 、 リ フ ト ア ッ プ 時 間 を ３ ０ ,４ ０ ,５ ０ ,６ ０ ,７ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ に し た と き の 用 紙 ス タ
ッ ク 高 さ に 対 す る リ フ ト ア ッ プ 枚 数 を 測 定 し た 実 測 値 を 示 し て い る 。
本 実 施 の 形 態 に 用 い た リ フ ト ア ッ プ モ ー タ ６ ６ は 小 型 直 流 モ ー タ で あ り 、 負 荷 が 大 き い と
十 分 な 回 転 数 を 得 る こ と が で き な い 。 そ の た め 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 用 紙 ス タ ッ ク 高 さ ４
０ ０ ｍ ｍ の 高 負 荷 に お い て は 十 分 な リ フ ト ア ッ プ が 得 ら れ ず 、 例 え ば リ フ ト ア ッ プ 時 間 が
３ ０ ,４ ０ ,５ ０ の 場 合 に は リ フ ト ア ッ プ を 得 る こ と が で き な い 。 一 方 、 用 紙 ス タ ッ ク 高 さ
が 低 い 軽 負 荷 の 場 合 に は リ フ ト ア ッ プ 時 間 が 短 い も の で あ っ て も 十 分 な リ フ ト ア ッ プ が 得
ら れ る が 、 リ フ ト ア ッ プ 時 間 が 長 い と リ フ ト ア ッ プ が 高 く な り す ぎ て し ま う 。 本 実 施 の 形
態 に お け る 用 紙 供 給 部 で は 、 給 紙 機 能 を 維 持 す る 為 に は リ フ ト ア ッ プ 枚 数 １ ０ 枚 ～ １ ５ 枚
程 度 が 最 適 で あ り 、 そ れ 以 上 に 上 昇 さ せ る と 、 引 込 ロ ー ル (Nudger Roll)７ １ に よ る 搬 送
不 良 等 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。
そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 給 紙 動 作 中 の 中 間 リ フ ト ア ッ プ に お け る 時 間 制 御 と し て 、 用
紙 残 量 値 が ７ ５ ％ (３ ５ ０ × ０ ． ７ ５ ＝ ２ ６ ２ 、 用 紙 ス タ ッ ク 高 さ に 換 算 し て 約 ３ ０ ０ ｍ
ｍ )以 上 の 場 合 に は ７ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ の リ フ ト ア ッ プ 時 間 、 用 紙 残 量 が ７ ５ ％ 未 満 の 場 合 に は
５ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ の リ フ ト ア ッ プ 時 間 の ２ 段 階 に 切 り 換 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う
に 切 り 換 え る こ と で 、 用 紙 積 載 量 が 多 く 高 負 荷 の 状 態 か ら リ フ ト ア ッ プ を 行 う 場 合 で あ っ
て も 一 定 の リ フ ト ア ッ プ 量 が 確 保 で き 、 更 に 、 用 紙 積 載 量 が 少 な く 低 負 荷 の 場 合 で も 上 昇
し す ぎ る 問 題 点 を 解 決 で き る 。
尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 高 負 荷 の 場 合 に ７ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ を 選 定 し て い る 。 実 測 値 か ら は こ れ よ
り も 大 き な 値 を 選 定 す る こ と が が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 例 え ば 昇 降 台 ６ ３ が 落 ち
る 前 に ユ ー ザ が 再 セ ッ ト し た 場 合 等 、 不 正 確 な 動 作 時 に ト ラ ブ ル を 発 生 さ せ な い レ ベ ル と
し て こ の 値 を 選 定 し て い る 。
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は リ フ ト ア ッ プ 時 間 を ２ 段 階 制 御 と し た が 、 多 段 階 制 御 や 関 係 式 に
よ る 連 続 制 御 等 、 よ り 細 か な 制 御 を 実 施 す れ ば 、 更 に 安 定 し た 給 紙 性 能 が 確 保 で き 、 中 間
リ フ ト ア ッ プ を 実 施 し た 後 に も 正 確 な 残 量 表 示 が 可 能 と な る 。

好 ま し い
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